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れたい3)0 Eが強くFO領域にある場合は(1)の解をx(i)- acosリt+bsinL/t とおく｡
これを(1)-代入し, sinL/t,cosL/tの各項を等置すると次の関係が得られる｡




但しr2- a2+b2｡ (2)はFOの振巾とE,i,の関係を与える｡ この解の安定性はx(i)-
acosL/i+bsinyi+f(i)と置き,E(i)について線型な式を導く｡これはマシュー方程式
となり,その安定性は r≧ノラ~により保証される｡








･(2一言R2,2+ (上空 )2](4-R2)-(-i )2/Lソ /iI/ (4)
ここで,R2-r2+r芋,r2-a2-ん 2且つ 2r2+,享-4なる関係あり.QP-FO となる
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E>ElではWはEk対 してスーパー リニアに増加する｡E2,Et での転移については先程
述べた通 りである｡Eiを過ぎると逆にWは減少 しE3で 0となる｡ (3)で与えられるE3 と
実験的に求められた値には約 1.4%の誤差がある｡この差は逓減摂動法で近似を高めれば解消
できる(らしい ). E>E3ではFOのみが安定に存在する｡E!(-7.601) では軌道には
大きな変化はみ られないが,§5で述べるような奇妙な "柔かい〝転移現象 を示す｡E>E3
ではFOへの軌道の収束に関 して減速現象がみられる.収束の様子を図6に,収束までの時間
T4を図 7に示す｡ T4∝(E-E3)-1･0である｡ y≦ 2ではこの臨界指数は-0･75であ り,5)
〃依存性ある｡この件については現在データをとっている最中である｡力学系における転移点
で,軌道の収束に関 して減速がみられるのは普通のことらしく,例は他にもある6)｡ 然 しこ
れらを理論的に導 くことは難 しそ うである｡








































































































































































































に対応していることが解る. Jy-3L≦0.1は図1から解るように, 1/3HO の発生する条
件に対応するoEがEcより離れるに従って準安定モー ドの不安定性が増す(icが短かくなる)
ことはPがpoから離れるに従がって準安定状態の不安定性の増すことに対応する｡勿論この
ような表面上の類似性が物理的に同じ原因を有することを示すものではないが,結果の整理に
は役に立っ｡
残された問題としてE>E3でのFOの軌道の収束時間の離界指数のL'依存性の問題と,
E去～E｡の間にみられる振巾の極値の奇妙な振動モー ドのレ依存性が挙げられる｡
以上述べたことは物理的意味は明確ではないが,現実の発振器をよく説明する系の挙動を解
明することは重要な仕事であろうと思われる｡なによりも理論的に現象を導くことが今後の課
題である｡
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